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従来の疑似腕部では、血管チューブを取り付けるための溝の位置や分割片の形状を任意に変更すること
ができないため、実際には多用な特徴を有する血管を適切に模擬することができないという課題があります。

更に、練習の度に注射跡が血管チューブを覆う疑似皮膚層に増えていくため、適切な練習が行えないなど
の課題もあります。

本発明は、型に溝を掘ることで、練習に使用する形状、サイズ等の特徴備えた擬似血管作ることができ、
これまで任意に形状を変更できなかった疑似血管パターンや直径等を自由に変更することで、多様な血管
に対応するための練習を可能とするための疑似血管ユニット製造方法です。

医師、看護師の採血、注射等の刺針技術練習用血管

発明の概要

応用分野

発明の背景

末梢静脈注射は現在においても、特に看護学生にとって最も習得が難しい看護技術と言われています。
練習は一人でできるものではなく、また、注射技術は患者の苦痛回避のためにも充分な練習が必要です。
通常、医師や看護師が採血や注射などの刺針技術を習得するためには、疑似腕部が利用されています。
従来の疑似腕部は、溝状の間隙を設けた人の硬質の腕型モデルにチューブ状の疑似血管をはめ込み、ゴム
製の疑似皮膚層で覆うことによって構成されるか、人の腕に装着可能な支持層に肉組織を模擬した複数の
分割片を設け、分割片の間に疑似血管を配置することによって構成されているのが通常です（皮内注射シ
ミュレータや注射練習用パットなどと呼ばれています） 。

本発明の製造過程と製造物


